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(57)【要約】
　内視鏡光源装置（１００）は、光源部（１０３）から
出射された１次光の中心軸である光軸上に内視鏡（２０
）の光接続部（３０）が有する入射端部（３１）を位置
決めする位置決め部材（１３０）と、光接続部（３０）
が内視鏡光源装置（１００）に配置された際に、光接続
部（３０）を位置決め部材（１３０）の少なくとも一部
に押圧する押圧部材（１４０）とを有する。内視鏡光源
装置（１００）は、位置決め部材（１３０）と押圧部材
（１４０）との少なくとも１つとして機能することが可
能で、光接続部（３０）が内視鏡光源装置（１００）に
配置されている際に光接続部（３０）から発生した熱を
伝達する第１伝熱部材（１７０）をさらに有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１次光を出射する光源部を有しており、前記１次光が入射する入射端部を有する内視鏡
の光接続部が着脱自在な内視鏡光源装置であって、
　前記光源部から出射された前記１次光の中心軸である光軸上に前記入射端部を位置決め
する位置決め部材と、
　前記光接続部が前記内視鏡光源装置に配置された際に、前記光接続部を前記位置決め部
材の少なくとも一部に押圧する押圧部材と、
　前記位置決め部材と前記押圧部材との少なくとも１つとして機能することが可能で、前
記光接続部が前記内視鏡光源装置に配置されている際に前記光接続部から発生した熱を伝
達する第１伝熱部材と、
　を具備する内視鏡光源装置。
【請求項２】
　前記第１伝熱部材は、前記光接続部に対する当接部分に配置され、前記押圧部材が前記
光接続部を押圧した際に、前記光接続部に対して変形して密着する当接部を有する請求項
１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項３】
　前記当接部は、面当接する請求項２に記載の内視鏡光源装置。
【請求項４】
　前記当接部は、前記光接続部に熱的に直接接続される請求項２に記載の内視鏡光源装置
。
【請求項５】
　前記第１伝熱部材は、前記当接部から伝達された前記熱を、周辺空間部に放出する放熱
部を有する請求項２に記載の内視鏡光源装置。
【請求項６】
　前記第１伝熱部材は、前記光接続部において前記熱の発生が最も多い部位を含む部位周
辺に少なくとも配置される請求項１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項７】
　前記位置決め部材は、前記光接続部に、面当接するまたは点当接する請求項１に記載の
内視鏡光源装置。
【請求項８】
　前記押圧部材は、前記内視鏡光源装置に対する前記光接続部の挿抜方向に対して直交す
る第１直交方向において、前記位置決め部材に対向する請求項１に記載の内視鏡光源装置
。
【請求項９】
　前記光接続部が前記内視鏡光源装置に取り付けられる際に前記押圧部材が前記光接続部
を前記位置決め部材に向かって押圧する押圧状態と、前記光接続部が前記内視鏡光源装置
から取り外される際に前記押圧部材が前記光接続部に対する押圧を解放する解放状態との
いずれかに切り替える切替機構を具備する請求項１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１０】
　前記位置決め部材は、前記光接続部が圧入される割スリーブを有しており、前記押圧部
材として機能する請求項１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１１】
　前記第１伝熱部材に接続され、前記第１伝熱部材から伝達された前記熱を輸送する熱輸
送機構と、
　前記熱輸送機構に接続され、前記熱輸送機構から輸送された前記熱を周辺空間部に放出
する放熱部と、
　を具備する請求項１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１２】
　前記熱輸送機構は、前記第１伝熱部材に、熱的に直接接続される請求項１１に記載の内
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視鏡光源装置。
【請求項１３】
　前記熱輸送機構は、ヒートパイプと、冷却流体が流れる流路部と、第２伝熱部材との少
なくとも１つを有する請求項１２に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１４】
　前記第１伝熱部材を冷却する冷却部と、
　前記光接続部と前記第１伝熱部材との少なくとも１つである計測対象部位の温度を計測
する計測部と、
　前記計測部によって計測された前記計測対象部位の前記温度が所望する温度未満となる
ように、前記冷却部の駆動を制御する冷却制御部と、
　を具備する請求項１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１５】
　前記入射端部以外に進行する前記１次光を遮光し、遮光した前記１次光から発生した前
記熱を前記光接続部以外に放出する遮光部を具備する請求項１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１６】
　前記内視鏡光源装置に接続された前記内視鏡の光学機能に応じて、前記遮光部は、遮光
領域を変更する請求項１５に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１７】
　請求項１に記載の内視鏡光源装置に着脱自在な内視鏡。
【請求項１８】
　請求項１に記載の内視鏡光源装置と、
　前記内視鏡光源装置に着脱自在な内視鏡と、
　を具備する内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡光源装置と内視鏡と内視鏡システムとに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えば医療分野等に用いられる内視鏡システムは、内視鏡と、光源装置とを有す
る。内視鏡は、内視鏡側接続部を有する。光源装置は、例えばＬＤとＬＥＤとキセノンラ
ンプとの少なくとも１つを有する光源部を有する。内視鏡側接続部が光源装置に接続され
た際、光源部から出射された光は、内視鏡側接続部に配置される光接続部に入射する。そ
して光は、光接続部から内視鏡挿入部の先端部まで内視鏡に内蔵される導光部材によって
、光接続部から内視鏡挿入部の先端部にまで導光される。そして、光は、先端部から被写
体に向けて出射され、照明光として被写体を照明する。
【０００３】
　光接続部に入射された光の一部は、導光部材のコアに入射されずに、光接続部の筐体部
等に吸収され、熱に変換される。したがって、光接続部は、熱によって損傷する。また熱
は、光接続部の筐体部から内視鏡側接続部に伝達される。すると内視鏡側接続部の温度は
、熱によって、内視鏡システムの使用者または内視鏡側接続部に対して望ましくない温度
以上に高くなる。
【０００４】
　例えば特許文献１は、光接続部が熱によって損傷することを防止する防止構成を開示し
ている。防止構成は、ライトガイドであるプラスチックファイバを覆う保護チューブを有
する。保護チューブの耐熱性は、プラスチックファイバの耐熱性よりも高い。保護チュー
ブは、光接続部の筐体部である金属製の接続筒に覆われる。保護チューブは、プラスチッ
クファイバが接続筒に接続されることを防止し、これにより接続筒の熱がプラスチックフ
ァイバに伝わってプラスチックファイバを損傷することを防止する。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１６９７７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１では、接続筒の高い熱はプラスチックファイバに伝わらないようになってい
るが、接続筒から内視鏡側接続部には伝達されてしまう。すると、内視鏡側接続部の温度
が所定の温度以上に高くなってしまうため、内視鏡側接続部の取り外しに不具合が生じる
可能性がある。
【０００７】
　また、照明光量は、内視鏡における撮像の高フレームレート化により、増大することが
見込まれる。照明光量の増大によって、内部部材と内視鏡側接続部との温度はさらに高く
なってしまう虞が生じる。特許文献１に開示される防止構成は、内部部材と内視鏡側接続
部との温度上昇に対して有効ではない。
【０００８】
　本発明は、これらの事情に鑑みてなされたものであり、光接続部を含む内視鏡側接続部
の温度上昇を低減できる内視鏡光源装置と内視鏡と内視鏡システムとを提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の内視鏡光源装置の一態様は、１次光を出射する光源部を有しており、前記１次
光が入射する入射端部を有する内視鏡の光接続部が着脱自在であって、前記光源部から出
射された前記１次光の中心軸である光軸上に前記入射端部を位置決めする位置決め部材と
、前記光接続部が前記内視鏡光源装置に配置された際に、前記光接続部を前記位置決め部
材の少なくとも一部に押圧する押圧部材と、前記位置決め部材と前記押圧部材との少なく
とも１つとして機能することが可能で、前記光接続部が前記内視鏡光源装置に配置されて
いる際に前記光接続部から発生した熱を伝達する第１伝熱部材とを具備する。
【００１０】
　本発明の内視鏡の一態様は、上記に記載の内視鏡光源装置に着脱自在である。
【００１１】
　本発明の内視鏡システムの一態様は、上記に記載の内視鏡光源装置と、前記内視鏡光源
装置に着脱自在な内視鏡とを具備する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、光接続部を含む内視鏡側接続部の温度上昇を低減できる内視鏡光源装
置と内視鏡と内視鏡システムとを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態に係る内視鏡システムの斜視図である。
【図２】図２は、単線の光ファイバを有する内視鏡と光源装置との概略図である。
【図３Ａ】図３Ａは、押圧部材として機能する第１伝熱部材が位置決め部材から第１直交
方向において離れている状態の正面図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、図３Ａに示す押圧部材として機能する第１伝熱部材が光接続部を図
３Ａに示す位置決め部材に押圧している状態の正面図である。
【図３Ｃ】図３Ｃは、図３Ａに示す押圧部材として機能する第１伝熱部材を下方からみた
斜視図である。
【図３Ｄ】図３Ｄは、図３Ａに示す押圧部材として機能する第１伝熱部材が光接続部をＶ
字形状の横断面を有する位置決め部材に押圧している状態の正面図である。
【図３Ｅ】図３Ｅは、押圧部材が光接続部を位置決め部材として機能する第１伝熱部材に
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押圧している状態の正面図である。
【図３Ｆ】図３Ｆは、押圧部材として機能する第１伝熱部材が光接続部を位置決め部材と
して機能する第１伝熱部材に押圧している状態の正面図である。
【図４Ａ】図４Ａは、押圧部材が切替機構によって解放状態に切り替わっている状態を示
す側面図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、押圧部材が切替機構によって押圧状態に切り替わっている状態を示
す側面図である。
【図５】図５は、バンドルファイバを有する内視鏡及び光源装置の概略図である。
【図６Ａ】図６Ａは、一般的な内視鏡側接続部と光接続部と光源装置と光源側接続口部と
位置決め部材との概略図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、光接続部が挿入されている位置決め部材の正面図である。
【図７】図７は、第１の実施形態の変形例１に係る内視鏡と光源装置との概略図であり、
熱輸送機構の一例を示す図である。
【図８】図８は、第１の実施形態の変形例１に係る熱輸送機構の他の一例を示す図である
。
【図９Ａ】図９Ａは、第１の実施形態の変形例１に係る熱輸送機構の他の一例を示す図と
、割スリーブを有し且つ押圧部材を兼ねる位置決め部材と固定部材との概略図とである。
【図９Ｂ】図９Ｂは、図９Ａに示す９Ｂ－９Ｂ線における光接続部周辺の横断面図である
。
【図１０】図１０は、第１の実施形態の変形例２に係る内視鏡と光源装置との概略図であ
る。
【図１１】図１１は、第２の実施形態に係る内視鏡と光源装置との概略図である。
【図１２Ａ】図１２Ａは、第２の実施形態の変形例１に係る第１バンドルファイバを有す
る第１内視鏡と光源装置との概略図である。
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、第２の実施形態の変形例１に係る第２バンドルファイバを有す
る第２内視鏡と光源装置との概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。なお、例えば図２に
おいて切替機構１５０の図示を省略するように、一部の図面では図示の明瞭化のために部
材の一部の図示を省略する。出射端部１０３ｄから出射された１次光の中心軸を、光軸と
称する。
【００１５】
　［第１の実施形態］
　図１乃至図６Ｂを参照して第１の実施形態について説明する。
【００１６】
　図１に示すように、内視鏡システム１０は、被写体を撮像する内視鏡２０と、内視鏡２
０が着脱自在な内視鏡光源装置（以下、光源装置１００と称する）と、光源装置１００に
接続され、内視鏡２０によって撮像された被写体画像を表示する表示部４００とを有する
。
【００１７】
　表示部４００は、内視鏡２０に配置される挿入部２１の先端部に内蔵される図示しない
撮像部によって撮像された画像を表示する。表示部４００は、一般的な表示装置であり、
例えば、液晶ディスプレイ、ＣＲＴディスプレイまたは有機ＥＬディスプレイである。
【００１８】
　内視鏡２０は、例えば、管路部に挿入され、照明部２１ａ（図２参照）を有する挿入機
器の一例である。内視鏡２０は、直視型の内視鏡２０であってもよいし、側視型の内視鏡
２０であってもよい。本実施形態の内視鏡２０は、例えば医療用の内視鏡２０として説明
するが、これに限定される必要はない。内視鏡２０は、パイプ等の工業製品の管路部に挿
入される工業用の内視鏡２０であってもよいし、照明部２１ａのみを有する例えばカテー
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テルなどの挿入器具であってもよい。
【００１９】
　図１と図２とに示すように、内視鏡２０は、管路部に挿入される中空の細長い挿入部２
１と、挿入部２１の基端部に連結され、内視鏡２０を操作する操作部２３とを有する。内
視鏡２０は、操作部２３の側面から延出されるユニバーサルコード２５を有する。
【００２０】
　挿入部２１は、照明部２１ａ及び図示しない撮像ユニットの撮像部を有する。照明部２
１ａ及び撮像部は、挿入部２１の先端部に備えられる。
【００２１】
　照明部２１ａは、光源装置１００から出射された１次光の光学特性を所望に変換して照
明光を生成し、照明光を外部に向けて出射する。照明部２１ａは、１次光の波長を変換せ
ずに、１次光の配光特性を変換してもよい。照明部２１ａは、散乱粒子を有する散乱部材
を有する。照明部２１ａは、例えば、１次光を吸収し、１次光の波長とは異なる波長を有
する蛍光（照明光）を出射する波長変換部材（例えば、蛍光体）を有してもよい。照明部
２１ａは、１次光の波長を変換せずに、１次光を拡散する拡散部材を有してもよい。拡散
部材は、１次光の広がり角度よりも広い広がり角度を有し、可干渉性が低い拡散光（照明
光）を出射してもよい。
【００２２】
　撮像部は、照明光を照明された被写体からの反射光を撮像する。撮像部は、例えば、Ｃ
ＣＤイメージャまたはＣＭＯＳイメージャを有する。撮像部は、反射光を電気信号として
、挿入部２１と操作部２３とユニバーサルコード２５との内部にて延びる図示しない伝送
路を介して光源装置１００に備えられる図示しない画像処理部に出力する。画像処理部は
、電気信号を画像処理し、表示部４００に画像を表示させる。画像処理部は、例えば、Ａ
ＳＩＣなどを含むハードウエア回路によって構成される。画像処理部は、プロセッサによ
って構成されても良い。画像処理部がプロセッサで構成される場合、プロセッサがアクセ
ス可能な図示しない内部メモリまたは外部メモリに、プロセッサが実行することで当該プ
ロセッサをこの画像処理部として機能させるためのプログラムコードを記憶させておく。
画像処理部は、例えば、光源装置１００に内蔵される。なお画像処理部は光源装置１００
とは別体に構成され、表示部４００がこれに接続されてもよい。
【００２３】
　図２に示すように、ユニバーサルコード２５は、光源装置１００のレセプタクル部とし
て機能する光源側接続口部１０１に着脱可能な内視鏡側接続部２７を有する。内視鏡側接
続部２７は、着脱のために、光源側接続口部１０１に挿抜される。
【００２４】
　内視鏡側接続部２７には、光接続部３０が配置される。光接続部３０は、光源側接続口
部１０１に対する内視鏡側接続部２７の挿抜に応じて、光源装置１００に着脱される。本
実施形態では、内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１に挿入された際に、光接続部
３０は光源装置１００に取り付けられる。内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１か
ら抜去された際に、光接続部３０は光源装置１００から取り外される。光接続部３０は、
内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１に接続された際に、光源装置１００の光源部
１０３に光学的に接続される。光接続部３０は、１次光が入射する入射端部３１を有し、
内視鏡２０に配置されており、光源装置１００に着脱自在となっている。
【００２５】
　光接続部３０は、カバーガラス３３と、レンズ３５と、入射端部３１を含む導光部材３
７の一端部と、カバーガラス３３とレンズ３５と導光部材３７の一端部とを収容する筐体
部３９とを有する。カバーガラス３３は、筐体部３９の一端面に配置され、入射端部３１
とレンズ３５とを保護する。カバーガラス３３は、１次光が透過可能な部材である。例え
ば、カバーガラス３３は、透明であればよい。レンズ３５は、カバーガラス３３を透過し
た１次光を入射端部３１に集光する。導光部材３７は、筐体部３９から内視鏡側接続部２
７とユニバーサルコード２５と操作部２３と挿入部２１との内部に配置される。導光部材
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３７の出射端部は、照明部２１ａに光学的に接続される。導光部材３７は、１次光を入射
端部３１から照明部２１ａに導光する。導光部材３７は、例えば、単線の光ファイバ３７
ａを有する。筐体部３９は、内視鏡側接続部２７の内視鏡側筐体部２７ａに取り付けられ
る。図３Ｂと図３Ｄとに示すように、筐体部３９は、筒形状、例えば円筒形状を有する。
筐体部３９は、例えば、熱伝導率の高い部材を有する。この部材は、例えば、銅、アルミ
ニウム、ＳＵＳ、ステンレス、窒化アルミなどの、金属部材である。
【００２６】
　図２に示すように、光源装置１００は、内視鏡側接続部２７が着脱自在に接続される光
源側接続口部１０１と、１次光を出射する光源部１０３と、光源部１０３を制御する光源
制御部１０５と、１次光をレンズ３５に集光する集光光学系１０７とを有する。内視鏡側
接続部２７が光源側接続口部１０１に接続された際に、光源装置１００は、１次光を内視
鏡２０に入射可能となる。
【００２７】
　光源部１０３は、複数の光源１０３Ｖ，１０３Ｂ，１０３Ｇ，１０３Ｒと、光源１０３
Ｖ，１０３Ｂ，１０３Ｇ，１０３Ｒと同数配置され、それぞれが光源それぞれに光学的に
接続される導光部材１０３ａとを有する。光源部１０３は、導光部材１０３ａそれぞれに
よって導光された光を１次光として合波する合波部１０３ｂと、合波部１０３ｂによって
合波された１次光を導光する導光部材１０３ｃとをさらに有する。
【００２８】
　光源１０３Ｖ，１０３Ｂ，１０３Ｇ，１０３Ｒは、例えば、集光点において光強度が高
い光を出射する。　
　光源１０３Ｖは、例えば、紫色のレーザ光を出射するレーザーダイオードを有する。レ
ーザ光の中心波長は、例えば、４０５ｎｍである。　
　光源１０３Ｂは、例えば、青色のレーザ光を出射するレーザーダイオードを有する。レ
ーザ光の中心波長は、例えば、４４５ｎｍである。　
　光源１０３Ｇは、例えば、緑色のレーザ光を出射するレーザーダイオードを有する。レ
ーザ光の中心波長は、例えば、５３２ｎｍである。　
　光源１０３Ｒは、例えば、赤色のレーザ光を出射するレーザーダイオードを有する。レ
ーザ光の中心波長は、例えば、６３５ｍである。　
　光源１０３Ｖ，１０３Ｂ，１０３Ｇ，１０３Ｒは、例えば、キセノンランプまたはＬＥ
Ｄを有してもよい。なお光源の数と、光源から出射される光の色と、光の中心波長とは、
特に限定されない。
【００２９】
　導光部材１０３ａ，１０３ｃは、例えば、単線の光ファイバを有する。
【００３０】
　光源制御部１０５は、内視鏡システム１０の使用者から図示しない入力部に入力された
入力情報を基に、光源１０３Ｖ，１０３Ｂ，１０３Ｇ，１０３Ｒの発光光量を制御する。
光源１０３Ｖ，１０３Ｂ，１０３Ｇ，１０３Ｒの発光光量が制御されることによって、１
次光の色は所望に調整される。例えば、光源１０３Ｖ，１０３Ｂ，１０３Ｇ，１０３Ｒの
発光光量それぞれが所望の比率で制御されると、１次光は白色光となる。１次光は、導光
部材１０３ｃの出射端部１０３ｄから集光光学系１０７に向けて出射される。
【００３１】
　入力部は、一般的な入力用の機器であり、例えば、キーボード、マウス等のポインティ
ングデバイス、タグリーダ、ボタンスイッチ、スライダ、ダイヤルである。入力部は、例
えば、光源１０３Ｂ，１０３Ｇ，１０３Ｒを用いる白色光観察と光源１０３Ｖ，１０３Ｇ
を用いる特殊光観察といった観察モードの指示を入力するために用いられてもよい。入力
部は、使用者が内視鏡システム１０を動作させるための各種指令を入力するために用いら
れる。合波部１０３ｂは、例えば光ファイバコンバイナを有する。光源制御部１０５は、
例えば、ＡＳＩＣなどを含むハードウエア回路によって構成される。光源制御部１０５は
、プロセッサによって構成されても良い。光源制御部１０５がプロセッサで構成される場
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合、プロセッサがアクセス可能な図示しない内部メモリまたは外部メモリに、プロセッサ
が実行することで当該プロセッサをこの光源制御部１０５として機能させるためのプログ
ラムコードを記憶させておく。
【００３２】
　集光光学系１０７は、複数のレンズを有する。集光光学系１０７は、出射端部１０３ｄ
から出射された１次光が入射端部３１に入射するように、レンズ３５に光を集光する。
【００３３】
　図２に示すように、光源装置１００は、光源部１０３の出射端部１０３ｄから出射され
た１次光の中心軸である光軸上に入射端部３１を位置決めする位置決め部材１３０と、光
接続部３０が光源装置１００に配置された際に、光接続部３０を位置決め部材１３０の少
なくとも一部に押圧する押圧部材１４０とを有する。
【００３４】
　位置決め部材１３０は、出射端部１０３ｄと集光光学系１０７とに対して精度よく位置
決めされた状態で、光源装置１００の内部に固定される。位置決め部材１３０は、内視鏡
側接続部２７の挿入方向において、光源側接続口部１０１よりも奥に配置される。位置決
め部材１３０は、光源側接続口部１０１に連続する。位置決め部材１３０は、入射端部３
１が出射端部１０３ｄに対して位置決めされる（光学的に接続される）ように、入射端部
３１を位置決めする。位置決め部材１３０は、例えば、入射端部３１が出射端部１０３ｄ
と同一直線上に配置されるように、入射端部３１を位置決めする。
【００３５】
　図２と図３Ｂとに示すように、位置決め部材１３０は、光接続部３０に面当接する。面
当接とは、例えば、光接続部３０の筐体部３９の外周面に対向する位置決め部材１３０の
周面全体が筐体部３９の外周面全体に当接することを示す。このため、本実施形態では、
位置決め部材１３０は、例えば略半円筒形状を有する。そして位置決め部材１３０の内形
及び内径は、筐体部３９の外形及び外径と略同一となっている。位置決め部材１３０の長
さは、光接続部３０の長さと略同一であることが好ましい。
【００３６】
　なお位置決め部材１３０は、例えば、光接続部３０を受け、光接続部３０を支持する支
持部材であればよい。このため位置決め部材１３０の形状は、筐体部３９の形状に対応し
ていればよい。または図３Ｄに示すように、位置決め部材１３０は、例えば、Ｖ字形状の
横断面を有してもよい。この場合、横断面において、位置決め部材１３０は、円筒形状の
筐体部３９に対して２か所で必ず点当接可能となる。点当接とは、例えば、面当接よりも
狭い範囲で当接することを示し、位置決め部材１３０の周面の一部が筐体部３９の外周面
の一部に当接することを示す。したがって、位置決め部が半円筒形状を有する場合に比べ
て、Ｖ字形状の横断面を有する位置決め部材１３０は安定して位置決め可能となる。
【００３７】
　このように位置決め部材１３０は、光接続部３０に、面当接するまたは点当接する。
【００３８】
　内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１に挿抜される際、筐体部３９は、筐体部３
９の長手軸方向において、位置決め部材１３０を摺動可能となっている。筐体部３９の外
周面と位置決め部材１３０の内周面とは、平骨であることが好ましい。
【００３９】
　位置決め部材１３０は、例えば、金属のような剛性の高い部材であることが好ましい。
位置決め部材１３０は、例えば、ステンレスである。位置決め部材１３０は、例えば、熱
伝導率の高い部材を有してもよい。この部材は、例えば、銅、アルミニウム、ＳＵＳ、ス
テンレス、窒化アルミなどの、金属部材である。
【００４０】
　位置決め部材１３０は、筐体部３９を介して光接続部３０を位置決めする。例えば、光
接続部３０が位置決め部材１３０に配置されると、位置決め部材１３０は、光接続部３０
の径方向の下方において、光接続部３０を位置決めする。下方とは、図２の上下方向にお
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ける下方である。光接続部３０の径方向の上方における位置決めは、後述する挟持によっ
て実施される。上方とは、図２の上下方向における上方である。光接続部３０の長手軸方
向における位置決めは、例えば内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１に引っ掛かる
ことによって、実施される。なお光接続部３０の長手軸方向における位置決めは、位置決
め部材１３０に配置される図示しないストッパー部によって実施されてもよい。ストッパ
ー部は、筐体部３９の一端面に当接することによって、位置決めする。
【００４１】
　内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１から抜去された際、図３Ａに示すように、
押圧部材１４０は、光軸方向に直交する第１直交方向において、位置決め部材１３０に対
向する。光軸方向とは、光源装置１００に対する光接続部３０の挿抜方向を示す。押圧部
材１４０と位置決め部材１３０との間には、第１空間部１６１が配置される。第１空間部
１６１は、光接続部３０よりも大きい。押圧部材１４０は、位置決め部材１３０とは別体
である。
【００４２】
　内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１に挿入された際、図３Ｂに示すように、押
圧部材１４０は、第１直交方向において、筐体部３９の外周面に当接し、光接続部３０を
位置決め部材１３０に向かって押圧する。図２に示すように、押圧部材１４０は、光接続
部３０の全長に渡って、光接続部３０を位置決め部材１３０に向かって押圧する。この状
態では、第１直交方向において、光接続部３０は押圧部材１４０と位置決め部材１３０と
に挟持される。位置決め部材１３０の内周面全体は、光接続部３０の外周面に密着する。
押圧部材１４０の後述する凹部１７１ａの内周面は、光接続部３０の外周面に密着する。
このため、光接続部３０は、光接続部３０の径方向の上方において位置決めされる。また
光接続部３０は、位置決め部材１３０と押圧部材１４０とによって挟持されるため、光軸
上に位置決めされる。
【００４３】
　本実施形態では、内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１に挿入された際に押圧部
材１４０が位置決め部材１３０に向かって近づき、内視鏡側接続部２７が光源側接続口部
１０１から抜去された際に押圧部材１４０が位置決め部材１３０に向かって離れるように
、押圧部材１４０は第１直交方向において可動する。つまり、押圧部材１４０は、光源側
接続口部１０１に対する内視鏡側接続部２７の挿抜に連動して、第１直交方向に沿って移
動する。押圧部材１４０は、光源側接続口部１０１に対する内視鏡側接続部２７の挿抜に
連動して、押圧状態と非押圧状態とのいずれかに切り替わる。
【００４４】
　光源装置１００は、図４Ｂに示すように光接続部３０が光源装置１００に取り付けられ
る際に押圧部材１４０が光接続部３０を位置決め部材１３０に向かって押圧する押圧状態
と、図４Ａに示すように光接続部３０が光源装置１００から取り外される際に押圧部材１
４０が光接続部３０に対する押圧を解放する解放状態とのいずれかに切り替える切替機構
１５０を有する。なお図示の明瞭化のために、図４Ａと図４Ｂと以外の図面では、切替機
構１５０の図示が省略される。切替機構１５０は、光源側接続口部１０１に対する内視鏡
側接続部２７の挿抜に連動して、押圧部材１４０を第１直交方向に沿って移動させる。切
替機構１５０は、光源側接続口部１０１に対する内視鏡側接続部２７の挿入力を、第１直
交方向における押し付け力に変換するリンク機構である。挿入力は、光接続部３０の長手
軸方向に作用する。以下に、切替機構１５０の一例を簡単に説明する。なお切替機構１５
０は、下記に説明した構成に限定される必要はなく、図示しないバネ部などの押圧によっ
て移動させてもよい。
【００４５】
　切替機構１５０は、引張部材１５１と、押圧スライダ１５３と、従動スライダ１５５と
を有する。
【００４６】
　引張部材１５１は、押圧部材１４０における後述する伝熱本体部１７１に固定される一
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端部と、光源装置１００の筐体部に固定される他端部とを有する。引張部材１５１は、光
源側接続口部１０１に対する内視鏡側接続部２７の挿抜に連動して第１直交方向に伸縮す
るばね材を有する。内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１から抜去された際に、引
張部材１５１は、第１直交方向において押圧部材１４０が位置決め部材１３０から離れる
ように、短縮されて押圧部材１４０を第１直交方向の上方に向かって引っ張ることが可能
である。内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１に挿入された際に、引張部材１５１
は、伸びることが可能である。
【００４７】
　押圧スライダ１５３と従動スライダ１５５とは、例えば板材である。押圧スライダ１５
３は、光源側接続口部１０１に対する内視鏡側接続部２７の挿抜に連動して、光接続部３
０の長手軸方向に沿って移動する。押圧スライダ１５３は、伝熱本体部１７１の側方に配
置される。従動スライダ１５５は、光源側接続口部１０１に対する内視鏡側接続部２７の
挿抜に連動して、第１直交方向に沿って移動する。従動スライダ１５５は、伝熱本体部１
７１の側面に配置される。従動スライダ１５５は、複数の固定ピン１５５ａが貫通する貫
通口部１５５ｂを有する。固定ピン１５５ａは、伝熱本体部１７１の側面に取り付けられ
る。固定ピン１５５ａと貫通口部１５５ｂとは、第１直交方向における従動スライダ１５
５の移動をガイドするガイド部である。
【００４８】
　内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１に挿入された際に、押圧スライダ１５３は
、内視鏡側接続部２７によって内視鏡側接続部２７の挿入方向に押圧されて、光接続部３
０の長手軸方向に沿って従動スライダ１５５に向かって移動する。そして、押圧スライダ
１５３は、第１直交方向において、従動スライダ１５５を下方（位置決め部材１３０）に
向かって押圧する。この押圧によって、第１直交方向の下方に向かう第１押圧力が発生す
る。引張部材１５１の引張力以上の第１押圧力が従動スライダ１５５に作用すると、従動
スライダ１５５は下方に移動し、貫通口部１５５ｂの縁部が固定ピン１５５ａを下方に向
かって押圧する。すると、引張部材１５１は伸び、固定ピン１５５ａが固定される押圧部
材１４０は第１押圧力によって光接続部３０に向かって移動する。そして、押圧部材１４
０は、光接続部３０を位置決め部材１３０に向かって押圧する。内視鏡側接続部２７が光
源側接続口部１０１に係止された際、引張力以上の第１押圧力が維持される。したがって
、押圧部材１４０は、光接続部３０を位置決め部材１３０に向かって押圧し続ける。
【００４９】
　内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１から抜去された際に、第１押圧力が解消さ
れ、引張力が押圧部材１４０に作用する。したがって、引張部材１５１は、縮み、押圧部
材１４０を引っ張る。これにより、押圧部材１４０は、第１直交方向の上方に向かって移
動し、位置決め部材１３０から離れるように移動する。また、伝熱本体部１７１の固定ピ
ン１５５ａは、貫通口部１５５ｂを介して従動スライダ１５５を第１直交方向の上方に向
かって移動させる。そして従動スライダ１５５は、押圧部材１４０を内視鏡側接続部２７
の抜去方向に押圧する。この押圧によって、内視鏡側接続部２７の抜去方向に向かう第２
押圧力が発生する。押圧部材１４０は、第２押圧力によって、図４Ａに示すような初期位
置に戻る。初期位置とは、内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１に挿入された際に
、内視鏡側接続部２７が押圧部材１４０を押圧可能な位置である。初期位置において、押
圧部材１４０の端部は、内視鏡側接続部２７が端部を押圧可能となるように、光源側接続
口部１０１の内部に位置する。
【００５０】
　押圧部材１４０と光源側接続口部１０１とが押圧部材１４０の移動によって互いに対し
て摩耗することを防止されるように、押圧部材１４０は、光接続部３０の長手軸方向にお
いて、光源側接続口部１０１とは離れて配置される。したがって、図２と図４Ａと図４Ｂ
とに示すように、光接続部３０の長手軸方向において、第２空間部１６３が押圧部材１４
０と光源側接続口部１０１との間に形成される。押圧部材１４０の長さは、例えば、位置
決め部材１３０の長さと略同一で、光接続部３０の長さよりも短い。
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【００５１】
　光源装置１００は、位置決め部材１３０と押圧部材１４０との少なくとも１つとして機
能することが可能で、光接続部３０が光源装置１００に配置されている際に光接続部３０
から発生した熱を伝達する第１伝熱部材１７０を有する。第１伝熱部材１７０は、熱を、
光接続部３０から第１伝熱部材１７０の周辺空間部に放出する。第１伝熱部材１７０の周
辺空間部は、光接続部３０の周辺空間部に含まれる。
【００５２】
　第１伝熱部材１７０の第１例として、第１伝熱部材１７０が押圧部材１４０として機能
する例を、図２と図３Ａと図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとを用いて、以下に説明する。
【００５３】
　第１伝熱部材１７０は、伝熱本体部１７１と、当接部１７３と、第１放熱部１７５とを
有する。当接部１７３は、光接続部３０から発生した熱を、伝熱本体部１７１に伝達する
。伝熱本体部１７１は、当接部１７３から伝達された熱を第１放熱部１７５に伝達する。
第１放熱部１７５は、伝熱本体部１７１を介して当接部１７３に熱的に間接して接続され
る。第１放熱部１７５は、伝熱本体部１７１を介して当接部１７３から伝達された熱を第
１放熱部１７５の周辺空間部に放出する。第１放熱部１７５の周辺空間部は、第１伝熱部
材１７０の周辺空間部に含まれる。
【００５４】
　伝熱本体部１７１は、熱の移動経路において当接部１７３と第１放熱部１７５との間に
介在し、当接部１７３と第１放熱部１７５とを支持する。
【００５５】
　図３Ｂに示すように、伝熱本体部１７１の横断面は、例えば半円筒形状の凹部となって
いる。押圧時の伝熱本体部１７１と位置決め部材１３０との横断面において、第３空間部
１６５が配置される。第３空間部１６５は、伝熱本体部１７１と位置決め部材１３０とが
伝熱本体部１７１の移動によって互いに対して摩耗することを防止する。したがって、押
圧時において、伝熱本体部１７１は、位置決め部材１３０と連続しておらず、位置決め部
材１３０とは離れて配置される。第３空間部１６５は、伝熱本体部１７１と位置決め部材
１３０との横断面且つ第１直交方向において、伝熱本体部１７１の縁部と位置決め部材１
３０の両端部との間に配置される。第３空間部１６５のために、伝熱本体部１７１の凹部
１７１ａ（図３Ａ参照）の周方向における凹部１７１ａの長さと、位置決め部材１３０の
周方向における位置決め部材１３０の長さとは、適宜所望に設定される。
【００５６】
　凹部１７１ａの内形及び内径を示す伝熱本体部１７１の内形及び内径は、筐体部３９の
外形及び外径と略同一となっている。凹部１７１ａの形状は、筐体部３９の形状に対応し
ていればよい。伝熱本体部１７１は、例えば、熱伝導率の高い部材を有する。この部材は
、例えば、銅、アルミニウム、ＳＵＳ、ステンレス、窒化アルミなどの、金属部材である
。
【００５７】
　当接部１７３は、例えば、シート状の部材である。当接部１７３は、第１伝熱部材１７
０において光接続部３０に対する当接部分として機能する凹部１７１ａの内周面に配置さ
れる。内周面は、光接続部３０に対向する面である。当接部１７３は、凹部１７１ａの内
周面の一部が露出するように２つに分割されている。当接部１７３それぞれは、内周面の
長手軸方向において、内周面の全長に渡って配置されていることが好ましい。露出部位は
、伝熱本体部１７１の長手軸方向において、直線状に配置される。当接部１７３は、所望
の厚みを有する。伝熱本体部１７１の横断面において、当接部１７３の端部は、凹部１７
１ａの縁部と同一平面上に配置される。
【００５８】
　当接部１７３は、例えば、熱伝導率の高い部材を有する。この部材は、例えば、樹脂材
料と、樹脂材料に混合されるフィラーとを有する。樹脂材料は、例えば、シリコーン、ア
クリル、ポリフィレン等である。フィラーは、例えば、金属フィラー、セラミックフィラ
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ー等である。
【００５９】
　図３Ｂに示すように、光接続部３０が光源装置１００に配置され、第１伝熱部材１７０
として機能する押圧部材１４０が光接続部３０を位置決め部材１３０に向かって押圧した
際に、当接部１７３は、光接続部３０に直接当接する。したがって、当接部１７３は、光
接続部３０に熱的に直接接続される。このとき当接部１７３は、光接続部３０に対して、
詳細には、当接する筐体部３９の外周面の形状に倣って変形可能である。したがって当接
部１７３の表面全体は、光接続部３０に詳細には筐体部３９の外周面に直接密着可能であ
る。そして、当接部１７３は、光接続部３０に面当接し、光接続部３０から熱を伝達され
る。当接部１７３は、パッド部として機能する。
【００６０】
　例えば、第１放熱部１７５は、第１直交方向において、伝熱本体部１７１を間に挟んで
、当接部１７３とは反対側に配置される。第１放熱部１７５は、伝熱本体部１７１の外周
面に配置されればよい。第１放熱部１７５は、例えば、ヒートシンクとして機能すればよ
い。第１放熱部１７５は、例えば、棒状の複数の金属部材を有する。金属部材は、例えば
、アルミニウムである。金属部材は、例えば、第１直交方向に沿って立設される。金属部
材同士は、例えば、挿抜方向と、挿抜方向と第１直交方向とに直交する第２直交方向とに
おいて、互いに対して等間隔離れて配置される。複数の金属部材によって、第１放熱部１
７５の表面積が増加する。したがって、第１放熱部１７５の放熱能力が向上し、第１放熱
部１７５から第１放熱部１７５の周辺空間部への熱の伝達効率が向上する。なお第１放熱
部１７５は、板状であってもよい。
【００６１】
　図２に示すように、光源装置１００は、第１冷却部１８０を有する。本実施形態では、
第１冷却部１８０は、例えば、第１放熱部１７５に向けて風を送るファン等の空冷部を有
する。第１冷却部１８０によって、第１放熱部１７５から第１放熱部１７５の周辺空間部
への熱の伝達効率はさらに向上する。図２では、第１冷却部１８０は、第１直交方向にお
いて、第１放熱部１７５の上方に配置される。しかしながら、第１冷却部１８０の配置位
置は、例えば、第１放熱部１７５の放熱能力と、光源装置１００内部の構成部材の配置状
態等に応じて、適宜所望に変更可能である。図３Ａと３Ｂと図３Ｄとに示すように、第１
冷却部１８０は、例えば、第１伝熱部材１７０の側方に配置されてもよい。第１冷却部１
８０は、風が第１放熱部１７５の金属部材同士の図示しない隙間部を流れるように、配置
されればよい。第１冷却部１８０は、第１放熱部１７５だけではなく、伝熱本体部１７１
または光接続部３０に向けて送風してもよい。
【００６２】
　第１冷却部１８０は、例えば、内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１に挿入され
た際に駆動し、内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１から抜去された際に停止する
。なお第１冷却部１８０は、光源制御部１０５に制御され、光源部１０３が駆動した際言
い換えると光源部１０３が１次光を出射した際に駆動し、光源部１０３が停止した際に停
止してもよい。第１冷却部１８０は、光源部１０３が停止した際に、一定時間経過後に停
止してもよい。
【００６３】
　第１放熱部１７５の放熱能力が確保されれば、第１冷却部１８０は省略され、自然冷却
が実施されてもよい。
【００６４】
　第１伝熱部材１７０の第２例として、第１伝熱部材１７０が位置決め部材１３０として
機能する例を、図３Ｅを用いて、以下に説明する。
【００６５】
　この場合、押圧部材１４０は、伸縮するバネ部１４１と、バネ部１４１の一端部に配置
され、筐体部３９の外周面に密着するパッド部１４３とを有する。バネ部１４１の他端部
は、光源装置１００の筐体部に接続される。押圧部材１４０が光接続部３０を位置決め部
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材１３０に向かって押圧する際に、パッド部１４３が筐体部３９の外周面に密着するよう
に、パッド部１４３は変形可能となっている。パッド部１４３は、外周面の形状に倣って
変形可能である。パッド部１４３は、当接部として機能してもよい。押圧部材１４０の配
置位置と数とは、特に限定されない。
【００６６】
　位置決め部材１３０として機能する第１伝熱部材１７０の構成は、第１例と略同様であ
る。なお、当接部１７３は、パッド部１４３と同軸上に配置されることが好ましい。これ
により、押圧部材１４０の押圧力は、光接続部３０を介して無駄なく当接部１７３に作用
する。そして、光接続部３０は、確実に当接部１７３に押し付けられ、当接部１７３に当
接し、当接部１７３に熱的に直接当接する。このため光接続部３０から発生した熱は、第
１伝熱部材１７０に伝達される。
【００６７】
　第１冷却部１８０は、例えば、直交方向において、第１放熱部１７５の下方に配置され
る。第１冷却部１８０は、第１例と略同様に、第１伝熱部材１７０の側方に配置されても
よい。また第１冷却部１８０は、直交方向において、光接続部３０の上方または側方に配
置されてもよい。
【００６８】
　第１伝熱部材１７０の第３例として、第１伝熱部材１７０が位置決め部材１３０と押圧
部材１４０して機能する例を、図３Ｆを用いて、以下に説明する。
【００６９】
　押圧部材１４０として機能する第１伝熱部材１７０の構成は第１例と略同様であり位置
決め部材１３０として機能する第１伝熱部材１７０の構成は第２例と略同様である。また
第１冷却部１８０の配置位置も、第１例と第２例と略同様である。
【００７０】
　このように、第１伝熱部材１７０は、位置決め部と押圧部材１４０との少なくとも１つ
として機能することが可能であればよい。
【００７１】
　光源装置１００は、例えば光学機能が互いに異なる様々な種類の内視鏡２０に対して、
共有及び共通化される必要があり、共通の装置である必要がある。したがって、第１伝熱
部材１７０は、各光学機能に対応する必要がある。光学機能とは、例えば、導光部材３７
の特性をいう。ここで、光学機能の一例として、図５に示す導光部材３７の一例であるバ
ンドルファイバ３７ｂを用いて説明する。
【００７２】
　この場合、例えば、光接続部３０は、入射端部３１と、カバーガラス３３と、ロッドレ
ンズ４１と、入射端部３１を含む導光部材３７の一端部と、カバーガラス３３とロッドレ
ンズ４１と導光部材３７の一端部とを収容する筐体部３９とを有するとする。ロッドレン
ズ４１は、入射端部３１における光強度を均一にする。一般的に、１次光であるレーザ光
の光強度は、レーザ光の中心部において強く、中心部から離れるほど弱くなる。このよう
に、レーザ光の光強度は、不均一となっている。この状態でレーザ光が入射端部３１から
バンドルファイバ３７ｂに直接入射すると、バンドルファイバ３７ｂの各光ファイバに入
射する光量はばらつく。ばらつきの傾向は、バンドルファイバ３７ｂの端部（照明部２１
ａ）まで伝播される。よって、バンドルファイバ３７ｂから出射されるレーザ光の光強度
に偏りが生じ、照明光として輝度ムラまたは配光ムラが生じる。しかしながらロッドレン
ズ４１によって、１次光であるレーザ光は、ロッドレンズ４１内において反射を繰り返す
ため、入射端部３１全体に略均一に入射する。このためレーザ光の光強度は偏りが解消さ
れ均一となる。よって、輝度ムラまたは配光ムラは、防止される。
【００７３】
　バンドルファイバ３７ｂが配置される場合、出射端部１０３ｄに対するバンドルファイ
バ３７ｂの入射端部３１の位置（図５参照）は、出射端部１０３ｄに対する単線の光ファ
イバの入射端部３１の位置（図２参照）とは異なる。したがって、図５に示すバンドルフ
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ァイバ３７ｂを有する光接続部３０は、図２に示す単線の光ファイバ３７ａを有する光接
続部３０よりも短くなる。光接続部３０の長さにしたがって、図５に示す第１伝熱部材１
７０は、図２に示す第１伝熱部材１７０よりも短くなる。
【００７４】
　なお単線の光ファイバ３７ａであっても、バンドルファイバ３７ｂであっても、入射端
部３１は、１次光が集光するため、光接続部３０において熱の発生が最も多い部位である
。したがって、入射端部３１から第１伝熱部材１７０への熱の伝達を考慮すると、第１伝
熱部材１７０は、光接続部３０の長さ、言い換えると出射端部１０３ｄに対して入射端部
３１がどこに配置されても、入射端部３１を含む入射端部３１の周辺に少なくとも配置さ
れればよい。詳細には、第１伝熱部材１７０の当接部１７３が入射端部３１に熱的に接続
されればよい。したがって周辺とは、第１伝熱部材１７０の当接部１７３が入射端部３１
に熱的に接続可能なエリアを示す。このように第１伝熱部材１７０は、入射端部３１に直
接配置される必要はなく、例えば入射端部３１から発生する熱が伝達される筐体部３９に
配置される。入射端部３１から第１伝熱部材１７０への熱の伝達効率を考慮すると、第１
伝熱部材１７０は、光軸方向において、集光光学系１０７と光源側接続口部１０１との間
に配置されることが好ましい。図５に示すように、第１伝熱部材１７０は、内視鏡側接続
部２７の挿入方向において、入射端部３１よりも奥にまで延びてもよい。
【００７５】
　ここで、図６Ａと図６Ｂとは、一般的な、内視鏡側接続部５２７と光接続部５３０と光
源装置６００と光源側接続口部６０１と位置決め部材６３０とを示す。
【００７６】
　一般的な光源装置６００は、内視鏡側接続部５２７が光源側接続口部６０１に接続され
た際に、光接続部５３０を出射端部６０３ｄに対して位置決めする位置決め部材６３０を
有する。位置決め部材６３０は、光接続部５３０が挿入される挿入孔部６３１を有する。
光接続部５３０が挿入孔部６３１に挿入されることによって、光接続部５３０は出射端部
６０３ｄに対して位置決めされる。挿入孔部６３１の内径は、光接続部５３０に配置され
る筐体部５３９の外径よりも大きい。したがって、光接続部５３０と挿入孔部６３１との
間に、第４空間部６６１が形成される。第４空間部６６１によって、光接続部５３０と挿
入孔部６３１との間において抵抗が低減されるが、光接続部５３０は挿入孔部６３１に対
してがたついてしまう。結果として、光接続部５３０は、出射端部６０３ｄに対して位置
ずれしてしまう。
【００７７】
　被写体が観察される際、レーザ光である１次光は出射端部６０３ｄから出射され集光光
学系６０７とカバーガラス５３３とレンズ５３５とを介して導光部材５３７の入射端部５
３１に入射する。しかしながら、通常、導光部材５３７の一例である光ファイバ５３７ａ
のコア径は、５０μｍ～３００μｍと小さい。したがって、光接続部５３０が出射端部６
０３ｄに対して位置決めされても、１次光の一部は、光ファイバ５３７ａのコア（入射端
部５３１）に入射されない。また上述したように、光接続部５３０が出射端部６０３ｄに
対して位置ずれすると、光ファイバ５３７ａのコアに入射しない１次光は、増大する。
【００７８】
　また１次光の一部は、光ファイバ５３７ａのクラッド部または光ファイバ５３７ａの周
辺に配置されるカバーガラス５３３などよって反射され、コアの周辺に配置される周辺部
材に吸収され、熱に変換される。また１次光の他の一部は、集光光学系６０７、カバーガ
ラス５３３、レンズ５３５などによって散乱され、周辺部材に吸収され、熱に変換される
。特に、レーザ光である１次光の集光点において光強度は高いため、１次光がコアに入射
されないと、熱が周辺部材にて局所的に発生してしまう。
【００７９】
　結果として、入射端部５３１周辺の温度は、上昇する。温度が著しく上昇した場合、光
接続部５３０の内部部材が熱によって損傷する。内部部材とは、例えば、導光部材５３７
や、導光部材５３７を筐体部５３９に固定する接着剤などの図示しない固定部材である。
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また熱は、光接続部５３０から内視鏡側接続部５２７に伝達される。したがって、内視鏡
側接続部５２７が十分冷える前に、使用者が光源装置６００に対する内視鏡側接続部５２
７の取り外しのために内視鏡側接続部５２７に触れた際、使用者は火傷する虞が生じる。
【００８０】
　なお、熱を伝達する熱経路は、光接続部５３０から内視鏡側接続部５２７に至る第１熱
経路と、光接続部５３０から位置決め部材６３０に至る第２熱経路と、光接続部５３０か
ら光接続部５３０の周辺空間部に至る第３熱経路とを有する。第１熱経路では、入射端部
５３１から内視鏡側接続部５２７までの距離が長く、内視鏡側接続部５２７の内視鏡側筐
体部５２７ａは樹脂を有する。このため、熱抵抗は大きくなり、入射端部５３１から内視
鏡側接続部５２７への熱の伝達効率は低く、内視鏡側接続部５２７から内視鏡側接続部５
２７の周辺空間部への熱の放出効率は低い。つまり熱は籠ってしまい、上述したように使
用者は火傷する虞が生じる。第２熱経路では、がたつく光接続部５３０は位置決め部材６
３０に点接触する。このため、熱抵抗は大きくなり、光接続部５３０から位置決め部材６
３０への熱の伝達効率は低く、結果として、位置決め部材６３０から位置決め部材６３０
の周辺空間部への熱の放出効率は低い。第３熱経路では、光接続部５３０から光接続部５
３０の周辺空間部への熱の放出効率は光接続部５３０の表面積に依存し、光接続部５３０
の表面積は光接続部５３０のサイズに影響される。光接続部５３０のサイズは、内視鏡に
対する光接続部５３０の配置を考慮すると制限される。したがって熱の放出効率の大きな
改善は難しい。
【００８１】
　本実施形態では、光接続部３０は、位置決め部材１３０によって位置決めされ、押圧部
材１４０によって位置決め部材１３０に押圧され、押圧部材１４０と位置決め部材１３０
とに挟持される。したがって、光接続部３０は、出射端部１０３ｄに対してがたつかず、
出射端部１０３ｄに対して位置ずれを防止される。言い換えると、出射端部１０３ｄに対
する光接続部３０の光結合効率は、向上する。このため、１次光を入射端部３１から導光
部材３７に入射でき、入射端部３１周辺において熱の発生を抑制でき、光接続部３０を含
む内視鏡側接続部２７の温度上昇を低減でき、１次光の無駄を省くことができる。
【００８２】
　また仮に、１次光の一部が入射端部３１から導光部材３７に入射せず、入射端部３１周
辺において熱が発生したとしても、熱は、光接続部３０から当接部１７３を介して伝熱本
体部１７１に伝達され、伝熱本体部１７１から伝熱本体部１７１の周辺空間部に放出され
る。熱は、伝熱本体部１７１から第１放熱部１７５に伝達され、第１放熱部１７５から第
１放熱部１７５の周辺空間部に放出される。第１冷却部１８０が例えば風を第１放熱部１
７５に送風するため、第１放熱部１７５から第１放熱部１７５の周辺空間部への熱の伝達
効率はさらに向上する。このように熱は第１伝熱部材１７０によって光接続部３０から光
接続部３０の周辺空間部に伝達される。このため、熱が光接続部３０に籠ることを防止で
き、入射端部３１周辺における温度の上昇を低減でき、光接続部３０の内部部材が熱によ
って損傷することを抑制できる。内部部材とは、例えば、導光部材３７や、導光部材３７
を筐体部３９に固定する接着剤などの図示しない固定部材である。また熱が光接続部３０
から内視鏡側接続部２７に伝達されることを抑制できる。したがって、使用者が火傷する
温度にまで、内視鏡側接続部２７の温度は上昇しない。言い換えると、内視鏡側接続部２
７が十分冷える前に、使用者が光源装置１００に対する内視鏡側接続部２７の取り外しの
ために内視鏡側接続部２７に触れたとしても、使用者は火傷することを防止できる。この
ように光接続部３０を含む内視鏡側接続部２７の温度上昇を低減でき、光接続部３０を含
む内視鏡側接続部２７の温度が望ましくない温度以上に高くなることを防止できる。言い
換えると、光接続部３０を含む内視鏡側接続部２７の温度を、望ましくない温度未満に維
持できる。また、温度上昇に伴って生じる内視鏡側接続部２７の取り外しの不具合（例え
ば使用者の火傷等）を防止できる。
【００８３】
　出射端部１０３ｄに対する光接続部３０の位置ずれによって、１次光の一部が入射端部
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３１に入射しないとする。また１次光の一部が、カバーガラス５３３などによって、散乱
または反射されるとする。この場合、レーザ光である１次光の集光点において光強度は高
いため、高い熱が局所的に発生してしまう。本実施形態では、押圧部材１４０と位置決め
部材１３０とによって、出射端部１０３ｄに対する光接続部３０の位置ずれを防止でき、
出射端部１０３ｄに対する光接続部３０の光結合効率を向上できる。そして、入射端部３
１に入射しない１次光を抑制でき、熱の発生を抑制でき、１次光の無駄を省くことができ
る。
【００８４】
　第１伝熱部材１７０は、伝熱本体部１７１と当接部１７３と第１放熱部１７５とによっ
て、熱を、光接続部３０から光接続部３０の周辺空間部に伝達する。したがって、光接続
部３０から熱を効率よく放出でき、光接続部３０の温度の上昇を低減できる。
【００８５】
　本実施形態の熱を伝達する第１熱経路は、光接続部３０から内視鏡側接続部２７に至る
経路が挙げられる。この場合、光接続部３０において熱の発生が最も多い部位である入射
端部３１から内視鏡側接続部２７までの距離が長く、内視鏡側接続部２７の内視鏡側筐体
部２７ａは樹脂を有する。このため、熱抵抗は大きくなり、入射端部３１から内視鏡側接
続部２７への熱の伝達効率は低く、内視鏡側接続部２７から内視鏡側接続部２７の周辺空
間部への熱の放出効率は低い。この場合では、熱は光接続部３０に籠もろうとする。しか
しながら本実施形態では、熱は、第１伝熱部材１７０によって光接続部３０から光接続部
３０の周辺空間部に伝達される。このため熱が光接続部３０に籠ることを防止できる。
【００８６】
　押圧部材１４０が光接続部３０を押圧した際、当接部１７３は光接続部３０の外周面の
形状に倣って変形し、光接続部３０の外周面に密着する。また当接部１７３は、面当接す
る。したがって、当接部１７３は、押圧による光接続部３０の損傷を防止でき、光接続部
３０のがたつきを防止できる。また出射端部１０３ｄに対する光接続部３０の位置ずれを
確実に防止でき、出射端部１０３ｄに対する光接続部３０の光結合効率を確実に向上でき
る。当接部１７３は、光接続部３０に熱的に直接接続される。このため、光接続部３０か
ら発生した熱を、当接部１７３を介して効率よく第１伝熱部材１７０に伝達できる。結果
として、光接続部３０から第１伝熱部材１７０に至る本実施形態の第２熱経路において、
第１伝熱部材１７０から第１伝熱部材１７０の周辺空間部への熱の放出効率を高めること
ができる。また例えば第１伝熱部材１７０の第１例においては、熱伝導率の高い部材を有
してもよい位置決め部材１３０から位置決め部材１３０の周辺空間部への熱の放出効率も
高めることができる。
【００８７】
　第１放熱部１７５によって、光接続部３０から発生した熱が第１伝熱部材１７０に溜ま
ることを抑制でき、熱を第１放熱部１７５の周辺空間部に効率よく放出できる。
【００８８】
　レーザ光である１次光の集光点において光強度は高いため、高い熱が局所的に発生して
しまう。したがって、熱は、入射端部３１を中心に発生する。本実施形態では、第１伝熱
部材１７０は、光接続部３０において熱の発生が最も多い部位である入射端部３１を含む
入射端部３１周辺に少なくとも配置される。したがって、入射端部３１を含む入射端部３
１周辺から発生した局所的に高い熱を、効率よく第１伝熱部材１７０に伝達でき、光接続
部３０の温度の上昇を低減できる。また内視鏡２０の光学機能が他の内視鏡の光学機能と
異なっていても、あらゆるタイプの内視鏡２０の光接続部３０に対して、光接続部３０の
温度の上昇を低減できる。また光接続部３０の長さに影響されることなく、光接続部３０
の温度の上昇を低減できる。
【００８９】
　位置決め部材１３０は、光接続部３０に面当接するため、光接続部３０を確実に位置決
めできる。位置決め部材１３０は、光接続部３０に点当接するため、光接続部３０を安定
して位置決めできる。
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【００９０】
　押圧部材１４０は、第１直交方向において、位置決め部材１３０に対向する。したがっ
て、押圧部材１４０は、位置決め部材１３０と共に光接続部３０を挟持できる。よって、
出射端部１０３ｄに対する光接続部３０のがたつきを防止でき、出射端部１０３ｄに対す
る光接続部３０の位置ずれを防止できる。
【００９１】
　切替機構１５０は、押圧状態と解放状態とのいずれかに切り替える。したがって、光源
装置１００に対する光接続部３０の取り付けに連動して押圧を簡単に実施でき、光源装置
１００に対する光接続部３０の取り外しに連動して押圧の解放を簡単に実施できる。また
、押圧または押圧の解放に対して、使用者の手間と負担を軽減できる。
【００９２】
　第１伝熱部材１７０が位置決め部材１３０と押圧部材１４０との少なくとも１つとして
機能するため、第１伝熱部材１７０自体を独立して配置する必要がない。したがって、部
品点数を削減でき、光源装置１００の内部スペースを抑制でき、光源装置１００のコスト
を抑制できる。
【００９３】
　また本実施形態の熱を伝達する第３熱経路は、光接続部３０から光接続部３０の周辺空
間部に至る経路が挙げられる。光接続部３０から光接続部３０の周辺空間部への熱の放出
効率は光接続部３０の表面積に依存し、光接続部３０の表面積は光接続部３０のサイズに
影響される。光接続部３０のサイズは、内視鏡２０に対する光接続部３０の配置を考慮す
ると制限される。したがって光接続部３０においてだけでは、熱の放出効率の大きな改善
は難しい。しかしながら、本実施形態では、第１伝熱部材１７０によって、熱の放出効率
に対する光接続部３０の表面積を考慮する必要がなく、光接続部３０のサイズに影響され
ることなく、熱の放出効率を容易に改善できる。
【００９４】
　出射端部１０３ｄから出射される１次光の光量は、内視鏡２０における撮像の高フレー
ムレート化により、増大することが見込まれる。この場合、光接続部３０が出射端部１０
３ｄに対して位置ずれすると、例えば入射端部３１周辺において局所的に発生する熱の温
度は、高くなってしまう。しかしながら本実施形態では、位置決め部材１３０と押圧部材
１４０と第１伝熱部材１７０とによって、局所的な熱の発生を抑制でき、光接続部３０の
内部部材が熱によって損傷することを抑制できる。また内視鏡側接続部２７の温度が高く
ならないために、使用者が光源装置１００に対する内視鏡側接続部２７の取り外しのため
に内視鏡側接続部２７に触れたとしても、使用者は火傷することを防止できる。
【００９５】
　[第１の実施形態の変形例１]
　以下に、第１の実施形態とは、異なる構成のみ説明する。　
　図７に示すように、第１放熱部１７５は、省略される。
【００９６】
　図７に示すように、光源装置１００は、第１伝熱部材１７０に接続され、第１伝熱部材
１７０から伝達された熱を輸送する熱輸送機構１９０と、熱輸送機構１９０に接続される
第２放熱部２００とを有する。
【００９７】
　熱輸送機構１９０は、伝熱本体部１７１の上面に接続される一端部と、第２放熱部２０
０に接続される他端部とを有する。一端部は、熱の発生が最も多い部位である入射端部３
１を含む入射端部３１周辺に少なくとも接続されるとよい。したがって、熱輸送機構１９
０は、一端部にて第１伝熱部材１７０に熱的に直接接続され、他端部にて第２放熱部２０
０に熱的に直接接続される。熱輸送機構１９０は、伝熱本体部１７１から伝達された熱を
、第１伝熱部材１７０から離れた位置に輸送可能である。熱輸送機構１９０の配置位置は
、特に限定されない。熱輸送機構１９０は、伝熱本体部１７１から伝達された熱を、熱輸
送機構１９０から第２放熱部２００に輸送する。熱輸送機構１９０は、例えば、ヒートパ
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イプを有する。
【００９８】
　第２放熱部２００は、熱輸送機構１９０から第２放熱部２００に輸送された熱を、第２
放熱部２００から第２放熱部２００の周辺空間部に放出する。第２放熱部２００は、例え
ば、ヒートシンクとして機能すればよい。第２放熱部２００は、例えば、ピン状の複数の
金属部材を有する。金属部材は、例えば、第１直交方向に沿って配置される。金属部材同
士は、例えば、挿抜方向と第２直交方向とにおいて、互いに対して等間隔離れて配置され
る。複数の金属部材によって、第２熱部の表面積が増加する。したがって、第２放熱部２
００の放熱能力が向上し、第２放熱部２００から第２放熱部２００の周辺空間部への熱の
伝達効率が向上する。
【００９９】
　本変形例の第１冷却部１８０は、第２放熱部２００に向けて風を送るファン等の空冷部
を有する。第１冷却部１８０によって、第２放熱部２００から第２放熱部２００の周辺空
間部への熱の伝達効率はさらに向上する。図７では、第１冷却部１８０は、直交方向にお
いて、第２放熱部２００の上方に配置される。しかしながら、第１冷却部１８０の配置位
置は、例えば、第２放熱部２００の放熱能力と、光源装置１００内部の構成部材の配置状
態等に応じて、適宜所望に変更可能である。第１冷却部１８０は、例えば、第２放熱部２
００の側方に配置されてもよい。
【０１００】
　なお図７に示す構成において、第１放熱部１７５は、配置されてもよい。この場合、熱
輸送機構１９０は、第１放熱部１７５を避けて伝熱本体部１７１に接続される。例えば、
熱輸送機構１９０は、伝熱本体部１７１の側面に接続される。
【０１０１】
　図８に示すように、熱輸送機構１９０は、循環状に配置され、冷却流体が流れる流路部
１９１と、流路部１９１において冷却流体を循環する循環部１９３とを有してもよい。冷
却流体は、冷却された液体または冷却された気体である。冷却流体は、流路部１９１に充
填される。流路部１９１は、例えば、筒状である。循環部１９３は流路部１９１に取り付
けられ、流路部１９１は伝熱本体部１７１の側面と第２放熱部２００とに接続される。冷
却流体が、循環部１９３、第１伝熱部材１７０、第２放熱部２００、循環部１９３の順に
流路部１９１を循環されるように、循環部１９３は冷却流体を循環する。循環部１９３は
、例えば、ポンプなどを有する。流路部１９１を流れる冷却流体は、第１伝熱部材１７０
から発生した熱を吸収し、熱を第２放熱部２００に伝達する。熱は、流路部１９１を流れ
る冷却流体によって輸送されている際に流路部１９１から周辺空間部に放出される。また
熱は、第２放熱部２００から第２放熱部２００の周辺空間部に放出される。
【０１０２】
　図９Ａに示すように、光源装置１００は、レンズ筐体部１０９ａを有するレンズユニッ
ト１０９を有してもよい。レンズ筐体部１０９ａは、導光部材１０３ｃの出射端部１０３
ｄと集光光学系１０７とを互いに対して位置決めした状態で、保持する。レンズ筐体部１
０９ａは、レンズ筐体部１０９ａの外周面に配置される凸部１０９ｂを有する。凸部１０
９ｂは、位置決め部材１３０の一端部側に配置されるレンズ筐体部１０９ａの端部に配置
される。
【０１０３】
　図９Ａと図９Ｂとに示すように、位置決め部材１３０は、位置決め部材１３０の径方向
に縮径するように弾性変形可能な割スリーブを有する。このような位置決め部材１３０は
、例えば、金属または樹脂である。この位置決め部材１３０の横断面は、位置決め部材１
３０の長手軸方向に対して直交する平面方向に配置される。横断面は、例えばＣ字形状を
有し、位置決め部材１３０の長手軸方向に連続する。このような位置決め部材１３０は、
略筒形状を有する。位置決め部材１３０は、位置決め部材１３０の長手軸方向に沿って配
置され、長手軸方向において位置決め部材１３０を貫通しているスリット部１３１を有し
ている。スリット部１３１は、位置決め部材１３０の厚み方向において、位置決め部材１
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３０を貫通している。
【０１０４】
　位置決め部材１３０には、光接続部３０とレンズユニット１０９とが圧入される。位置
決め部材１３０は、位置決め部材１３０の内周面を、圧入と割スリーブの弾性変形とによ
って、筐体部３９の外周面とレンズ筐体部１０９ａの外周面とに押圧する。位置決め部材
１３０の内周面は、筐体部３９の外周面とレンズ筐体部１０９ａの外周面との形状に倣っ
て変形し、これら外周面に密着する。このように位置決め部材１３０は押圧部材１４０と
して機能してもよい。言い換えると、位置決め部材１３０と押圧部材１４０と第１伝熱部
材１７０とは、同体である。そして、位置決め部材１３０の内周面は当接部１７３として
機能し、位置決め部材１３０は伝熱本体部１７１として機能する。なお、位置決め部材１
３０の内周面に、第１実施形態のようなシート状の当接部１７３が配置されてもよい。
【０１０５】
　光源装置１００は、位置決め部材１３０を光源装置１００の内部に固定する固定部材２
３０を有する。固定部材２３０は、光源装置１００の内部且つ光源側接続口部１０１周辺
に固定される。固定部材２３０は、例えば、スリーブガイドである。固定部材２３０は、
例えば、金属である。固定部材２３０は、略筒形状を有する。固定部材２３０の内形は位
置決め部材１３０の外形と略同一であり、固定部材２３０の内径は位置決め部材１３０の
外径と略同一である。位置決め部材１３０が固定部材２３０に挿入されることによって、
固定部材２３０は位置決め部材１３０に係合し、固定部材２３０は位置決め部材１３０を
位置決め固定する。固定部材２３０は、固定部材２３０の一端部に配置される底部２３１
を有する。固定部材２３０は、周面の一部に配置される切り欠き部２３３を有する。切り
欠き部２３３は、周面を固定部材２３０厚み方向において貫通する。切り欠き部２３３は
、光接続部３０が出射端部１０３ｄに光学的に接続される際に、光接続部３０の側方に配
置される。切り欠き部２３３は、光接続部３０において熱の発生が最も多い部位の側方、
またはこの部位周辺の側方に配置されればよい。この部位は、例えば、入射端部３１を示
す。
【０１０６】
　位置決め部材１３０の内形は、筐体部３９の外形と略同一であり、レンズ筐体部１０９
ａの外形と略同一である。位置決め部材１３０の内径は、筐体部３９の外径と略同一であ
り、レンズ筐体部１０９ａの外径と略同一である。凸部１０９ｂが位置決め部材１３０の
一端部と固定部材２３０の底部２３１とに挟まれるように、レンズ筐体部１０９ａは位置
決め部材１３０の一端部から位置決め部材１３０に圧入され、レンズ筐体部１０９ａを含
む位置決め部材１３０は、固定部材２３０の他端部から固定部材２３０に挿入される。こ
れにより、レンズユニット１０９を含む位置決め部材１３０は、固定部材２３０に係合し
、光源装置１００に位置決め固定される。入射端部３１が導光部材１０３ｃの出射端部１
０３ｄに光学的に接続されるように、筐体部３９は位置決め部材１３０の他端部から位置
決め部材１３０に圧入される。これにより、光接続部３０は、位置決め部材１３０に係合
し、光源装置１００に位置決め固定されると同時に、導光部材１０３ｃの出射端部１０３
ｄに光学的に接続される。
【０１０７】
　熱輸送機構１９０は、熱伝導率の高い部材である第２伝熱部材を有する。第２伝熱部材
は、例えば、シート状または帯状である。第２伝熱部材は、例えば、グラファイトシート
を有する。グラファイトシートにおいて、グラファイトシートの平面方向における熱伝導
率は、グラファイトシートの厚み方向における熱伝導率よりも高い。第２伝熱部材は、切
り欠き部２３３を介して固定部材２３０の外周面に接続される一端部と、第２放熱部２０
０に接続される他端部とを有する。一端部は、光接続部３０の側方、例えば、光接続部３
０において熱の発生が最も多い部位の側方、またはこの部位周辺の側方に配置されればよ
い。
【０１０８】
　このように熱輸送機構１９０は、ヒートパイプと、流路部１９１と、第２伝熱部材との
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少なくとも１つを有してもよい。
【０１０９】
　光源装置１００の内部において、光源側接続口部１０１の周辺には図示しない電気接続
部などが配置され、第１伝熱部材１７０の表面積が十分に確保されないこともある。しか
しながら本変形例では、熱輸送機構１９０によって、熱を、第１伝熱部材１７０から離れ
た位置に輸送できる。したがって本変形例では、光源側接続口部１０１の周辺において、
第１伝熱部材１７０のためのスペースを最小限に抑制できる。また本変形例では、放熱の
ための設計の自由度を向上できる。熱輸送機構１９０によって、熱を、光接続部３０とは
離れた位置にて、放出可能である。したがって、光接続部３０は、放出された熱の影響を
受けないことが可能となる。
【０１１０】
　図９Ａに示す構成では、レンズ筐体部１０９ａにおける熱も放出できる。図９Ａに示す
構成では、位置決め部材１３０と押圧部材１４０と第１伝熱部材１７０とは、同体である
。したがって、切替機構１５０を不要にでき、部品点数を削減でき、光源装置１００の内
部スペースを抑制でき、光源装置１００のコストを抑制でき、簡素に組み立てることがで
きる。
【０１１１】
　[第１の実施形態の変形例２]
　以下に、第１の実施形態とは、異なる構成のみ説明する。
【０１１２】
　図１０に示すように、光源装置１００は、第１伝熱部材１７０に配置され、第１伝熱部
材１７０を冷却する第２冷却部２５１と、計測対象部位である例えば第１伝熱部材１７０
の温度を計測する計測部２５３と、計測部２５３によって計測された計測対象部位の温度
が所望する温度未満となるように、第２冷却部２５１の駆動を制御する冷却制御部２５５
とを有する。第１放熱部１７５は、第２冷却部２５１に配置される。第１放熱部１７５は
、第１直交方向において、第２冷却部２５１を間に挟んで、伝熱本体部１７１とは反対側
に配置される。
【０１１３】
　第２冷却部２５１は、例えば、伝熱本体部１７１に配置され、伝熱本体部１７１を介し
て光接続部３０を冷却する。第２冷却部２５１は、例えば、ペルチェ素子を有する。
【０１１４】
　計測部２５３は、例えば、伝熱本体部１７１に配置される。計測部２５３は、伝熱本体
部１７１の温度を光接続部３０の温度とみなして、伝熱本体部１７１の温度を計測する。
計測部２５３は、例えば、光源部１０３が駆動した際、伝熱本体部１７１の温度を計測す
る。なお計測対象部位は、光接続部３０と第１伝熱部材１７０との少なくとも１つでもよ
い。したがって、光接続部３０は光源装置１００に取り付けられた際に計測部２５３は光
接続部３０に熱的に接続され、計測部２５３は光接続部３０の温度を計測してもよい。計
測部２５３は、例えば、温度センサを有する。
【０１１５】
　計測部２５３は、光接続部３０に配置されてもよい。計測部２５３は、光接続部３０が
光源装置１００に取り付けられた際に光源装置１００に配置される図示しない電気接続部
を介して計測結果を冷却制御部２５５に出力すればよい。計測部２５３は、常に計測を実
施してもよいし、光源装置１００に取り付けられた際に冷却制御部２５５からの指示を受
けて計測を開始してもよい。
【０１１６】
　冷却制御部２５５は、計測対象部位の温度が所望する温度以上よりも高くなった際に、
第２冷却部２５１を駆動する。所望する温度とは、例えば、内視鏡システム１０の使用者
または光接続部３０を含む内視鏡側接続部２７に対して望ましくない温度である。冷却制
御部２５５は、温度が所望する温度未満となるように、第２冷却部２５１を駆動する。温
度が所望する温度未満となった際、冷却制御部２５５は、第２冷却部２５１の駆動を停止
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する。冷却制御部２５５は、ＡＳＩＣなどを含むハードウエア回路によって構成される。
冷却制御部２５５は、プロセッサによって構成されても良い。冷却制御部２５５がプロセ
ッサで構成される場合、プロセッサがアクセス可能な図示しない内部メモリまたは外部メ
モリに、プロセッサが実行することで当該プロセッサをこの冷却制御部２５５として機能
させるためのプログラムコードを記憶させておく。
【０１１７】
　本変形例では、計測部２５３が計測対象部位の温度を計測し、第２冷却部２５１は計測
対象部位の温度が所望する温度未満となるように計測対象部位を冷却する。したがって、
光接続部３０の内部部材が熱によって損傷することを確実に抑制でき、熱が光接続部３０
から内視鏡側接続部２７に伝達されることを確実に抑制できる。また使用者が光源装置１
００に対する内視鏡側接続部２７の取り外しのために内視鏡側接続部２７に触れた際、使
用者は火傷することを確実に防止できる。
【０１１８】
　なお本変形例では、冷却制御部２５５は、計測結果を基に、第１冷却部１８０の駆動も
制御してもよい。例えば、冷却制御部２５５は、計測対象部位の温度が所望する温度以上
よりも高くなった際に、第１冷却部１８０を駆動する。冷却制御部２５５は、温度が所望
する温度未満となるように、第１冷却部１８０を駆動する。温度が所望する温度未満とな
った際、冷却制御部２５５は、第１冷却部１８０の駆動を停止する。
【０１１９】
　また本変形例の計測部２５３と冷却制御部２５５とは、第１の実施形態の構成に組み込
まれてもよい。この場合、冷却制御部２５５は、上記したように第１冷却部１８０を駆動
する。
【０１２０】
　また冷却制御部２５５は、計測結果に影響されることなく、内視鏡側接続部２７が光源
側接続口部１０１に挿入された際に第１冷却部１８０が駆動し、内視鏡側接続部２７が光
源側接続口部１０１から抜去された際に第１冷却部１８０が停止するように、第１冷却部
１８０を制御してもよい。
【０１２１】
　[第２の実施形態]　
　本実施形態では、以下に、第１の実施形態及びこの各変形例の構成とは異なる構成のみ
説明する。
【０１２２】
　図１１に示すように、光源装置１００は、入射端部３１以外に進行する１次光を遮光し
、遮光した１次光から発生した熱を少なくとも光接続部３０以外に放出する遮光部２６０
を有する。遮光部２６０は、熱を、光接続部３０及び第１伝熱部材１７０以外に放出して
もよい。遮光部２６０は、集光光学系１０７から入射端部３１に進行する１次光が通過可
能な開口部２６１を有する。開口部２６１の直径は、光ファイバ３７ａの開口数と略同一
となっている。遮光部２６０は、集光光学系１０７から入射端部３１以外に進行する１次
光を遮光する。集光光学系１０７から入射端部３１に進行する１次光が開口部２６１を通
過し、遮光部２６０が集光光学系１０７から入射端部３１以外に進行する１次光を遮光す
れば、開口部２６１と遮光部２６０との配置位置は特に限定されない。例えば、開口部２
６１を含む遮光部２６０は、光接続部３０の長手軸方向において、集光光学系１０７とカ
バーガラス３３との間に配置される。遮光部２６０は、光接続部３０及び第１伝熱部材１
７０とは、熱的に分離される。このため、遮光部２６０は、光接続部３０及び第１伝熱部
材１７０とは離れて配置されてもよい。または遮光部２６０と光接続部３０との間と、遮
光部２６０と第１伝熱部材１７０との間とには、熱伝導率の低い部材が配置されてもよい
。遮光部２６０は、第１放熱部１７５と熱的に接続されてもよい。
【０１２３】
　遮光部２６０は、熱伝導率の高い部材を有する。この部材は、例えば、銅、アルミニウ
ム、ＳＵＳ、ステンレス、窒化アルミなどの、金属部材である。遮光部２６０は、図示し
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ない凸凹部を有してもよい。凸凹部は、遮光部２６０の遮光領域である、１次光を照射さ
れる表面に配置される。凸凹部によって、遮光領域の表面積が増加する。したがって、遮
光部２６０の放熱能力が向上し、遮光部２６０から遮光部２６０の周辺空間部への熱の伝
達効率が向上する。遮光部２６０は、１次光を、吸収してもよい。
【０１２４】
　１次光の大部分は入射端部３１に入射するが、１次光の一部は集光光学系１０７のレン
ズ３５の表面にて散乱する。そして、散乱した１次光は、第１伝熱部材１７０などに進行
しようとする。しかしながら本変形例では、遮光部２６０は、散乱した１次光を遮光し、
１次光を吸収し、熱を放出する。遮光部２６０は、光接続部３０及び第１伝熱部材１７０
とは、熱的に分離される。したがって、熱は、遮光部２６０から光接続部３０及び第１伝
熱部材１７０に伝達されず、遮光部２６０から遮光部２６０の周辺空間部に放出される。
【０１２５】
　本変形例では、散乱した１次光によって、光接続部３０及び第１伝熱部材１７０の温度
の上昇を低減できる。
【０１２６】
　[第２の実施形態の変形例１]
　以下に、第２の実施形態とは、異なる構成のみ説明する。
【０１２７】
　光源装置１００は、例えば光学機能が互いに異なる様々な種類の内視鏡に対して、共有
及び共通化される必要があり、共通の部材である必要がある。光学機能とは、例えば、導
光部材３７の特性をいう。ここで、光学機能の一例として、図１２Ａと図１２Ｂとに示す
ように、導光部材３７の一例である第１，２バンドルファイバ３０１ａ，３０１ｂを用い
て説明する。以下において、第１，２バンドルファイバ３０１ａ，３０１ｂを有する内視
鏡それぞれを、第１内視鏡３００ａ、第２内視鏡３００ｂと称する。
【０１２８】
　図１２Ａに示すように、例えば、第１内視鏡３００ａは、第１直径を有する第１バンド
ルファイバ３０１ａを有する。第１内視鏡３００ａは、内視鏡が第１内視鏡３００ａであ
る旨を示す第１情報を記憶している第１記憶部３０３ａを有する。内視鏡側接続部２７が
光源側接続口部１０１に接続された際に、第１記憶部３０３ａは第１情報を光源装置１０
０に配置される判別部３０５に伝送する。
【０１２９】
　図１２Ｂに示すように、例えば、第２内視鏡３００ｂは、第１直径よりも小さい第２直
径を有する第２バンドルファイバ３０１ｂを有する。第２内視鏡３００ｂは、内視鏡が第
２内視鏡３００ｂである旨を示す第２情報を記憶している第２記憶部３０３ｂを有する。
内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１に接続された際に、第２記憶部３０３ｂは第
２情報を判別部３０５に伝送する。
【０１３０】
　光源装置１００は、第１情報または第２情報を基に、光源装置１００に接続されている
内視鏡が第１内視鏡３００ａであるか第２内視鏡３００ｂであるかを判別する判別部３０
５をさらに有する。
【０１３１】
　光源装置１００は、判別部３０５の判別結果を基に、遮光部２６０の遮光領域を制御す
る遮光制御部３０７をさらに有する。例えば、遮光制御部３０７は、開口部２６１が内視
鏡３００ａ，３００ｂの光学機能に応じて拡大または縮小するように、遮光部２６０の遮
光領域を制御する。したがって、開口部の大きさに応じて、遮光領域が制御される。この
場合、遮光部２６０は、遮光制御部３０７によって開口部２６１の拡大または縮小を制御
される羽絞りを有する。または、例えば、遮光制御部３０７は、開口部２６１を拡大また
は縮小させずに、開口部２６１の大きさが一定の状態で遮光部２６０を光軸方向に沿って
移動させてもよい。したがって、遮光部２６０の位置に応じて、遮光領域が制御される。
このように、光源装置１００に接続された内視鏡２０の光学機能に応じて、遮光部２６０



(23) JP WO2017/175279 A1 2017.10.12

10

20

は、遮光領域を変更する。
【０１３２】
　例えば、第１内視鏡３００ａが光源装置１００に接続された際、遮光制御部３０７は、
開口部２６１が拡大するように、遮光部２６０の遮光領域を制御する。例えば、第２内視
鏡３００ｂが光源装置１００に接続された際、遮光制御部３０７は、開口部２６１が縮小
するように、遮光部２６０の遮光領域を制御する。遮光制御部３０７は、ＡＳＩＣなどを
含むハードウエア回路によって構成される。遮光制御部３０７は、プロセッサによって構
成されても良い。遮光制御部３０７がプロセッサで構成される場合、プロセッサがアクセ
ス可能な図示しない内部メモリまたは外部メモリに、プロセッサが実行することで当該プ
ロセッサをこの遮光制御部３０７として機能させるためのプログラムコードを記憶させて
おく。
【０１３３】
　光学機能に応じて、出射端部１０３ｄに対する入射端部３１の位置は異なる。しかしな
がら、光源装置１００の内部スペースといった設計条件によって、光源装置１００は、様
々な種類の内視鏡２０に対して平均的な性能を出さざるを得ないこともある。例えば、第
２内視鏡３００ｂが光源装置１００に接続された際に、図１２Ｂにて点線で示す１次光の
一部は、入射端部３１の周辺部材であるカバーガラス３３などによってけられてしまうこ
ともある。けられた１次光は光接続部３０に吸収され熱に変換され、光接続部３０は熱を
発生してしまう。
【０１３４】
　本変形例では、遮光部２６０の遮光領域は光学機能に応じて変更され、遮光部２６０は
、けられる１次光を予め遮光する。したがって、光接続部３０が熱を発生することを防止
できる。
【０１３５】
　本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示される複
数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。
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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月2日(2018.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入射端部を有する内視鏡の光接続部が着脱自在な内視鏡光源装置であって、
　前記入射端部に入射する１次光を出射する光源部と、
　前記内視鏡光源装置に固定されており、前記光接続部が前記内視鏡光源装置に配置され
た際に、前記光源部から出射された前記１次光の中心軸である光軸上に前記入射端部を位
置決めする位置決め部材と、
　前記光接続部が前記位置決め部材に配置された後に、前記光接続部を前記位置決め部材
に向けて押圧する押圧部材と、
　前記位置決め部材と前記押圧部材との少なくとも１つとして機能することが可能で、前
記光接続部が前記内視鏡光源装置に配置されている際に前記光接続部から発生した熱を伝
達する第１伝熱部材と、
　を具備する内視鏡光源装置。
【請求項２】
　前記第１伝熱部材は、前記光接続部に対する当接部分に配置され、前記押圧部材が前記
光接続部を押圧した際に、前記光接続部に対して変形して密着する当接部を有する請求項
１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項３】
　前記当接部は、面当接する請求項２に記載の内視鏡光源装置。
【請求項４】
　前記当接部は、前記光接続部に熱的に直接接続される請求項２に記載の内視鏡光源装置
。
【請求項５】
　前記第１伝熱部材は、前記当接部から伝達された前記熱を、周辺空間部に放出する放熱
部を有する請求項２に記載の内視鏡光源装置。
【請求項６】
　前記第１伝熱部材は、前記光接続部において前記熱の発生が最も多い部位を含む部位周
辺に少なくとも配置される請求項１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項７】
　前記位置決め部材は、前記光接続部に、面当接するまたは点当接する請求項１に記載の
内視鏡光源装置。
【請求項８】
　前記押圧部材は、前記内視鏡光源装置に対する前記光接続部の挿抜方向に対して直交す
る第１直交方向において、前記位置決め部材に対向する請求項１に記載の内視鏡光源装置
。
【請求項９】
　前記光接続部が前記内視鏡光源装置に取り付けられる際に前記押圧部材が前記光接続部
を前記位置決め部材に向かって押圧する押圧状態と、前記光接続部が前記内視鏡光源装置
から取り外される際に前記押圧部材が前記光接続部に対する押圧を解放する解放状態との
いずれかに切り替える切替機構を具備する請求項１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１０】
　前記位置決め部材は、前記光接続部が圧入される割スリーブを有しており、前記押圧部
材として機能する請求項１に記載の内視鏡光源装置。
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【請求項１１】
　前記第１伝熱部材に接続され、前記第１伝熱部材から伝達された前記熱を輸送する熱輸
送機構と、
　前記熱輸送機構に接続され、前記熱輸送機構から輸送された前記熱を周辺空間部に放出
する放熱部と、
　を具備する請求項１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１２】
　前記熱輸送機構は、前記第１伝熱部材に、熱的に直接接続される請求項１１に記載の内
視鏡光源装置。
【請求項１３】
　前記熱輸送機構は、ヒートパイプと、冷却流体が流れる流路部と、第２伝熱部材との少
なくとも１つを有する請求項１２に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１４】
　前記第１伝熱部材を冷却する冷却部と、
　前記光接続部と前記第１伝熱部材との少なくとも１つである計測対象部位の温度を計測
する計測部と、
　前記計測部によって計測された前記計測対象部位の前記温度が所望する温度未満となる
ように、前記冷却部の駆動を制御する冷却制御部と、
　を具備する請求項１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１５】
　前記入射端部以外に進行する前記１次光を遮光し、遮光した前記１次光から発生した前
記熱を前記光接続部以外に放出する遮光部を具備する請求項１に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１６】
　前記内視鏡光源装置に接続された前記内視鏡の光学機能に応じて、前記遮光部は、遮光
領域を変更する請求項１５に記載の内視鏡光源装置。
【請求項１７】
　請求項１に記載の内視鏡光源装置に着脱自在な内視鏡。
【請求項１８】
　請求項１に記載の内視鏡光源装置と、
　前記内視鏡光源装置に着脱自在な内視鏡と、
　を具備する内視鏡システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の内視鏡光源装置の一態様は、入射端部を有する内視鏡の光接続部が着脱自在で
あって、前記入射端部に入射する１次光を出射する光源部と、前記内視鏡光源装置に固定
されており、前記光接続部が前記内視鏡光源装置に配置された際に、前記光源部から出射
された前記１次光の中心軸である光軸上に前記入射端部を位置決めする位置決め部材と、
前記光接続部が前記位置決め部材に配置された後に、前記光接続部を前記位置決め部材に
向けて押圧する押圧部材と、前記位置決め部材と前記押圧部材との少なくとも１つとして
機能することが可能で、前記光接続部が前記内視鏡光源装置に配置されている際に前記光
接続部から発生した熱を伝達する第１伝熱部材とを具備する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３８】
　内視鏡側接続部２７が光源側接続口部１０１に挿抜される際、筐体部３９は、筐体部３
９の長手軸方向において、位置決め部材１３０を摺動可能となっている。筐体部３９の外
周面と位置決め部材１３０の内周面とは、平滑であることが好ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
　図１１に示すように、光源装置１００は、入射端部３１以外に進行する１次光を遮光し
、遮光した１次光から発生した熱を少なくとも光接続部３０以外に放出する遮光部２６０
を有する。遮光部２６０は、熱を、光接続部３０及び第１伝熱部材１７０以外に放出して
もよい。遮光部２６０は、集光光学系１０７から入射端部３１に進行する１次光が通過可
能な開口部２６１を有する。開口部２６１の直径は、光ファイバ３７の開口数と略同一と
なっている。遮光部２６０は、集光光学系１０７から入射端部３１以外に進行する１次光
を遮光する。集光光学系１０７から入射端部３１に進行する１次光が開口部２６１を通過
し、遮光部２６０が集光光学系１０７から入射端部３１以外に進行する１次光を遮光すれ
ば、開口部２６１と遮光部２６０との配置位置は特に限定されない。例えば、開口部２６
１を含む遮光部２６０は、光接続部３０の長手軸方向において、集光光学系１０７とカバ
ーガラス３３との間に配置される。遮光部２６０は、光接続部３０及び第１伝熱部材１７
０とは、熱的に分離される。このため、遮光部２６０は、光接続部３０及び第１伝熱部材
１７０とは離れて配置されてもよい。または遮光部２６０と光接続部３０との間と、遮光
部２６０と第１伝熱部材１７０との間とには、熱伝導率の低い部材が配置されてもよい。
遮光部２６０は、第１放熱部１７５と熱的に接続されてもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３Ｂ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３Ｂ】
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内窥镜光源装置（100）在作为从光源部（103）射出的一次光的中心轴
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（130）的至少一部分。 以及用于按压的按压构件（140）。 内窥镜光
源装置（100）可以用作定位构件（130）和按压构件（140）中的至少
一个，并且光学连接部（30）被包括在内窥镜光源装置（100）中。 它
还具有第一热传递构件（170），当其被布置时，该第一热传递构件
（170）传递从光学连接部分（30）产生的热。
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